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r 7 J 燐酸撃事土鍍より純アルミナのー製造法 (第2報)

良質カノV シクムアノV ミネート W1in宰のアノV カリ!起埋

秋山桂

前報の賓験に引績き余は珪酸の少い一層良好た鍍i宰よりアルミナの溶出を行はんと欲し，先づ，

AI20:JSiOzが 4以下の燐酸特土鏑に劃してはボーキサイトを少量配合して AlzO:./SiOzを4以上

にして良質のカ ルシウム ・アルミネ ート餓停を造り ，之れよりアルカ リ庭理によりアルミナの溶出

を試みた，此の場合には補助));(料として少量のボーキサイトを用ふる事に依り燐酸弊土鎖中のアノレ

ミナの大部分を可溶性に蜜化させる事が出来る様に思はれるのであって，而もボトキサイト中のア

ルミナも同様に可溶性のカルシウム ・アルミネートになるから，ボー キサイトを用ふる事は妓果の

大たる ものがあらう o :j(で余は 「燐酸鉾土鉄よりプJレミナセメントの製造法(第4報)J(本誌，昭

14， 16， 47)に述べた貴験に依り得られた良質のアルミナセメントのアルカリ庭理を行ひ，アルミ

ナ，珪酸，燐酸等のj容出先!と態を研究した。

最初のボーキサイ トを使用する賞験に用ひた問料は第 1表に示す桟た成分のものである。

去作 1 表 使用原料 ω 分 析結果

名 手母 灼熱減量 SiOョ Al，O， Fe20， CaO 
% ，% % % 

大東烏燐酸幾土磁 17.5 7.2 22.0 9.4 2.3 

P20. AI20，(SiO， 
% 
38.0 3.1 

印度度ボーキサイト 30.3 0.8 64.2 3.2 0.1 - 80.3 
、一-.----'

石 次石 43.3 0.36 0.34 55.45 

之等の原料を適嘗に配合し更にコークス及ピッチコークスを添加して黒鉛ノレツボに納めガス躍中

で 1400.......1500
0C 1<:約3時間還元扶態に加熱した。燐の分離後共億櫨中で冷却し， 附着する燐織及

茨素粒を分離した後熔融物を微粉砕し試料とした。第2表は鍍津の分析結果である。

第 2 表 試製鎖浮 の分析結果

試料番披 SiO， A120， Fe20， CaO p，O. A1203(Si02 

14% .7 
% 1% 32 3% 79 

% 
P 35 28.4 6.44 1.9 

P 36 10.2 40.0 5.8 41.2 2.58 3.9 

P 37 8.2 41.4 4.8 40.9 1.83 5.1 
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上記の鍍停に就て P-35は少し加熱操作が不備であり且配合も少し悪かったので P"05の気化率

悪く珪酸多く鋒土少く良好のものではたいが比較の意味で試料とした。 P-36及 P-37は1"-35に

較べて珪酸分少く捧土分多く而も Pt05 も少いので略アルミナ・セメントの組成に近づき良質の鎖

津と考へる事が出来る。第 3表はアルカリ慮理の結果である。

策 3表 試製鎖1幸町常l!Eアルカリ民主理結果

試料呑披 f史 用 量 アルミ ン酸 ソ{グ溶液の分析 「其の 1) 
圃圃・・・田・-、
Na，O/Al，O" N乱，003NaOH 苛性化量苛性化率
分子比

R g 
39.3 円

% 
2.7 25.8 30.8 60.4 

1.9 19.3 35.5 45.7 70.3 

1.9 18.0 37.4 47.0 72.3 

2.0 15.3 39.4 59.8 79.7 

試 料 Naρ03NaOH  

IC O Q 

g 只

P - 35 65 8.5 

P - 36 100 65 8.5 

P 一一 37 100 65 8.5 

'1 100 75 8.5 

1/ 

アルミナ溶出率

% 
54.6 

53.1 

70.0 

70.1 

アルミン酸ソ{グ溶液の分析 「其のの

古手11喝p，O. 溶出SiO，
/話事出Al立03 I溶出Al，03

% % 
0.24 0.64 P - 35 

P - 36 

P - 37 

ぱ

〕

川

W

M

ω

円
〉
ハ
U

ハU

0.59 

アル カリ損火ー量
/溶出Al，03

% 
55.5 

41.4 

25.9 

26.7 

"tJr 

4レr

アルカリ庭理結果は P-37が橡想通り 最もよ い成績を示 して居る。 Pt05，SiO，の溶出率少し

アルカリ損失も極めて僅少である。 此の程度であれば工業的に充分行も得る可能性があらう。 P-35

は鍍津の珪酸が柏、多いのにも拘らや，アルミナ溶出率が 50%以上であった事は石次が少〈酸化織

の多い特殊組成であったからと思はれる， 然し珪酸及 P205の溶出率多く問題にたらぬ。 P-36は

アルミナ溶出率は P-35 と大差たかったが珪酸及 P205の溶出$fI青少友かった，之は鍍j宰の組成よ

り考へ嘗然であらう。

オくに余は別報(i1iJ記〉に記載した鍍惇即ち沖縄，南洋， 支那等に産出する燐酸豪華土鍍，燐酸石次鍍

より造られた良好なアルミナ ・セ メントを試料としてプルカリ庭理試験を行った所第4表の様な結

果を得た，但しアルカリ溶液の組成は Na，O の 75% を NaρOa， 25% を NaOH を以でした混

合溶液で，使用量は鎮博中の AlzO"に封 し 3倍モル比の Na20である。

策 4 表 試製鍍i事のrlii'H霊アノレカリ庭理結果

試~Sf呑披 アルミナ溶出率
溶出弓iO，

/持語事手出出PA2012局0.， 
アル カリ損失

li容出Al，03 !古手失AI.O，
ち(， % % 29/。0/ 0 P - 27 75.5 0.32 005 

P - 28 74.8 0.22 0.04 32.0 

以上の結果に依りアルミ ナ溶出率をはじめ，共他の成分のi容出扶態 も極めて良好なものである事が

明か らである，唯珪酸の溶出率が工業的に見て精多い感があるが，とれは溶液中の溶出量なので、あ

るから嘗然であり，費際にアルミン酸ソ{ダ溶液より水酸化アルミエウムを沈澱させる時はアルミ

ナの純度は Si02が 0.1%以下にたるでるらうから尚一層良好なアルミナが得られる事は明らか

であ り，充分工業的用途に向け得るであらう。向次節に於て燐酸の除去法に就て一層詳しい試験結

果を述べるが之に依り製品アルミナは完全K純化されるので本方法は完全なものとなる。
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最古 主主主-
1=1 

3 

珪酸含有量の少い燐酸鋒土鎖及燐酸石友鏑より良質のカルシウム ・アルミネ ート鍍津を遺り之を

アルカリ庭理する時は燐酸の溶出量少くアルミ ナ溶出率大たる結果が得られ，アルカリの損失も少

し極めて好成積が得られた。燐酸鋒土鎖中の A IlO~/SiOl が 4 以下なる時は少量のアJレミナ質例

へばボーキサイ トの如きものを補助に使用する事に依りボーキサイ ト中のアルミ ナを大して損せ歩

して燐酸器土鎖中のアルミナの大部分をアルカリ可溶性にする事が出来る。

斯くして本法は工業的に賓施 して相官興味ある問題ではあるま いかと考へ7.i0 i占，i:J.く報に於て溶出

燐酸根の除去法に関して述べるがそれに依り本法は完全なものとな らう。

附記 本研究の貨験に宣言り鹿島次郎氏の熱心な る助力に負ふ所大な るものがある，愛に厚〈謝意を表する。
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アノレ ミン酸ソーダ溶液中K含まる L燐酸根の除去怯

秋 山 桂一・鹿尚三た艮15

64 

P205 残留量の少い鎮j宰をアルカリ庭理する時アルミン酸ソ ーダ溶液中に溶出する燐酸根の量は

極めて微量なる事を既に前報の貴験に依り認めた。然したとへ其の量が徴主であっても燐酸根が溶

出する事:;土好ましい事でたいのみならすら工業的責施の場合を考へる とアル ミン酸ソ ーダ溶液を分

解 して得 らる1iY'1生ソ ーグ溶液は常に循環して使用される故其の中に漸次燐酸根が蓄積される事とな

る民れがある。 イ民りに同じ鎖i卒者?使用するとして鎖停と溶出燐酸根の聞に一定の平衡関係、あるとす

るも共の際の燐酸根の量は敷同の循環を行ってから後に平術舶に到達するかも知れぬ，それでは困

る，従って何れにしても アルミン酸ソ{グ溶液より燐酸根を除去する方法を研究する必要がある。

余等は之K閥して二，三の寅験を試み簡単なる除去方法を設見したので，それ等に闘してヨたに迷べ

る事にする。

2， 3の金属酸化物による除去試験

アル ミン酸ソーぎ中に含まる L燐酸根はおそらく燐酸ソ ーダの如き形で溶出して来るのであらうι

が，共のj容出量がアルカリの濃度組成等に依り如何に異るものであるか，先づ試験した。訴験に使

用し?と鍬惇は P-33で共の化康成分は Si02 17.4%， A120:; 31.2% FczO" 1.6% CaO 44.0% P205. 

2.8%である。

とれを肱た!tのアノレミナj容出試験と同様友操作で 4時間アルカリ底理し鴻液より燐酸根の溶出量を

求め?と。第 1表は共等の結果である。本報K於て燐酸根は便宜上 P"05を以て表した。

第 1 表 アルカリ濃度の異る場合の燐酸根の漆出量

鉄i宰の使用量(g) 20 // // 1/ 1/ // 1/ 1/ // 

Na，C03の使用量(g) 。 2 4 6 8 10 15 20 2S 

NaOHの使用量(g) 10 日 6 4 2 。 。 。 。
7].; (CC) 100 1/ 1/ 11 1/ 1/ グ // 1/ 

P
洛AHJi率の{銑

i宰に封する妥
刀

もr v ノノ 0.004 0.0063 0.0123 0.0929 0.1762 0.3326 
鎖1卒中の1京成

もg 1/ グ 0.14 0.23 0.44 3.33 620 11.88 に到する%

とれを固に示すと第 1 闘の如くなる。表及園より燐般の溶出~:~は決酸ソーグの濃度に関係して居

る司王がわかる。

アルミナの博向に必要なアルカリの濃度としては 1，.......1.5mol/litreの附近のものであるから燐酸

介 として鎖停の 0.1%内外の P20O として溶出される事になる，市してとのアルミナ溶出に用ゐた

アノレカリ溶液を毎回繰返して使用する際には或は毎同の 0.1%内外の P205がアルミナ溶出母:液中《

に含有されて製!日の純度を悪 くして行く事になるかも知れぬ。

そこで余等は燐酸 と化合し易く且つ工業的に容易に得らる粉末えたの金属酸化物例へば CaO"
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燐君主分除去式験結#~ 1 ガ， '.2悶

つ丁下十
L_墜~-主~ fit. F

》

A

U

F

d

A

り

公

2

1

1

洛
出
液
中
の
燥
機
分

(F
P)
の
猿
度

a
q
毛

W
/
q
『

2

0

クリンカ F 中の燐酸分話予i品率

‘ 

11 

/ 

1 
/ 
y 

/ 

..0--・8 ノ
V 

会科 1閏

0.:1 

燐
俊
介

司

ε0.2 

の
溶
出
準

。

0.;， 1.0 1.5 2υ2.5  Na，CO， 
1.25 0 1) 0 U NaOH 

溶解に!史問せるゾーダi止の 1炭，~ {;:" l バ 1'1 省)

0 

2.;; 

::¥!IgO， Fe20"等の如きものに依り燐酸介の除去を行ぶ事が出来ぬも のかと考へ，先づ燐酸分を含有

とれK前記

フラス コ中K於て煮沸し，

するアルミン酸ソ ーダ溶液を金属アルミニウム，苛性ソ ーダ及燐酸ソーダより作り ，

CaO， l¥IgO， Fe20"の粉末を夫k 混入して各 1時間逆流冷却器を附けた，

後描過し，鴻液中の残留燐酸分を分析 して見た，使用した版液の組成は，

P，O， 
24.5 moljliter 

Al，U， 
0.216 mol(liも町

NaUH 

0.93 rrio1( liもer
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にして質験の結果は第 2表及第 2閣の如く である。

第 2表 C乱0.， M'~ü， Fe，O"に依 る燐問主根除去・試験結果

CaU 0:使用量 (milimol(liもer) 0 36 89 

i溶液中の残留 民U.(mili mol川) 24.5 1円9.6

P，ρ0.，減少率 % 0 2羽0.0

(「「M均gU 0的〉使用胞量 (ω凶凶Dl凶li山 1ν巾山/ハ川川li出附i比も

溶液中の残留 P九，0.，(mili molJli加r)

P2U，減少率%

(れ，0.，(j)使用最 (mi山 11刷

溶液の残留 p，U.(mili mol/1iter) 

P，U，減少率%
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各酸化物が燐酸根と結合する能力は其等の製造時に於ける依件， 結晶欣態等lて依り異るかも知れ

ぬので厳密K考へる と犬等の駄に迄突き進んで、比較研究し友ければならぬ課であるが，本試験に於
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ては簡率に概!u各の結果を知る矯， 小島化祭株式合祉の鹿印保詮書附の薬品を使用 して行ったもの

である。

上記の結果を見ると石次が最も除去能力大なる事明らかである。 之に;}，くでマグ、ネシヤであるが之

は著しく石次に劣り酸化識に近似してゐる。酸化畿の除去能力は極めて微小で、問題にならぬ，然し

との石次を使用する事に就ては多少の問題があるので余は次V'CjllJの試験を試みた。

生石友，茨酸石友等に依る除去試験

石1Xとして CaO を使用して燐酸分を除去するに嘗って先づ問題になるのはアルミン酸ツ ーダ溶

液の茨酸根の問題であって，特に鉱倖のi容出に依って得たアルミン酸ソーダ静液中には可なりの茨

酸根を含むものが背ー遁であるから CaO を作用させる震にはとの炭酸根の苛性化に必要な程度以上

の量を必要とする事に友る，而して共の場合 CaO を多量に使用する事はアルミン酸ソーダ溶液中

のアルミナ分を一部不溶性のカルシウム ・アルミネートとして持去する心配があるのでとの場合，

CaO以外のカルシ ウム化合物にして CaOK代用出来る ものが望ましい事となる，そとで余はCaO

の代りに CaC03 粉末を使用して除去試験を行って見た，更に比較の意味K於て高馨土質の粘土よ

り遣った燐酸を含まぬカルシウム ・アルミネート融成物を使用する試験をも行って見た，とれ等に

依り各試料中の CaO のモル敢に封する P205 の作用ゴjを算出して見た。先づ最初には燐酸根のみ

CI) 

i農
度 lO
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/
リ
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全信 3聞 燐酸分除去試験結果(U)

。

去作 4闘 志是酸石友粉による燐酸分除去試験結果
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を含み茨酸根を含まぬ場合に就て行った，試料溶液は前向と 同様でるる。其等の結果l士第 3表及第

3園の如くである。向試験に使用した， カルシウム・アルミネート融成物は Si02 4.60%， AI20" 

59.1%， 1<'('20:; 5.15%， CaO 34.8%である。

第 3表 炭酸石tA及カノしシウム・アルミネート融成物に依る燐酸根の

除去試験結果(苦手i液中炭酸根を合まぬ場合〕

CaCO"中山C乱Oの量 (milimol/liter) 。 40 80 200 400 

(溶液中の残留 p，O.(m山 ol/lit.e 22.0 17.9 :4.8 4.5 もr.

P，O，減少率 。 18.6 32.8 79，5 100 

カルシウム・アルミネート融成物中の 。 36 89 178 356 

(ω 量 (m山 》九。O毘 22.0 20.3 18.0 15.8 10.4 溶液中の残留 P，O.(mili mol/liもer)

P，05減少率 。 9.0 19.3 29.2 53.3 

之等の結果と前項の場合とを比較して CaOの同一量に封し最も良好なのは生石友の場合である

が茨酸石次を使用しでもその功果は相嘗大で生石炭と大差はない事がわかった。カルシウム・アミ

ルミネートも放巣はあるが茨酸石次程大きくない。

ヨたに茨酸、石友を使用して溶液中炭酸根を含む場合のi宰酸介除去試験を行った， 試験法としては

KazOが同濃度にして苛性ソーダを犬k Na20 H5%， 38%， 21%， 0%を含む 4種の溶液を造 り之

等に犬々略同一量の PZ05分を溶解させて， CaCO:，の同一量を以って除去試験を行った。との場

合 Al20"濃度は苛性ソーダの含有量に正比例する様にした。第 4表及第4園は試験結果である。

第 4表 炭酸石友に依る燐酸根の除去試験結果〔溶液中茨理主根を合む場合〉

CaC03 使用量 (milimol/liter) 。 100 200 300 400 

苛性ソーダが金 N乱，0の 85，9(;場合

i溶液中畑明 (mitimol畑町) 23.20 6.50 1.86 0.58 0.20 

P，05減少率 % 。 72.0 92.2 97.5 99.2 

苛性ソ ーダ全 Na，O の 38%0コ場合

!熔液中の残留 P，05凶 imo抑制 23，20 10.40 5.10 2.78 1.85 

P，05減少率% 。 55.2 78.1 87・9 92，2 

WJll生ソーダが金 Na，O ω21%の場合

j溶液'1'の残留 P，O，(mili mol/liter) 2460 16，70 13.50 11.30 9.80 

p，O.減少率 % 。 31.7 45.2 54.1 60.2 

金 N乱Oが茨酸ソ{ダより成る場合

(溶液中市留民05加 ilimol!li附) 24.00 23.40 23.00 22.80 22.80 

P205減少率 % 。 2.5 4.2 5.0 5.0 

以上に依 りアルミン酸ソ ーダ溶液中に茨酸根の多い時は燐酸分の除去は困難に友るが茨酸根が少

い時は比較的完全に容易に行ひ得る事を知った，従って茨酸石次を使用する場合にあっても溶液中

に出来るだけ茨酸根の少い事が必要で、ある。従ってアルミナ溶出を充分に行ひ且つ燐酸を滞解させ

及い様創氏件としては燐酸馨土鍍より電気a熔融により鍍i宰を遺るに際し石友含有量の少い組成のも

のI'Wち成るべく苛性ソーダの多いアルカロ溶液に於てアルミナの最高j容出動を持つ様な鏑津を遣る

べきである，共の様夜組成の鍍i宰をプルカリ慮理する時に少量の CaO又は CaC03 の粉末を混入

させる事によって燐酸を痕跡欣態にまで除去する事が出来るであらう。今此の僚件を用ゐた賞験の

一例をあげれば
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S.iO， A1，0， CaO p，O. 

8.9 % 54.6 % 32.5 % 3.53"; 

なる組成の鍍浮 100部に到し

NaCO" NaOH CaCO， ソ"]，

75普[1 30剖i 4部 1000 有名

を混合し 4時間煮沸し其の措液を分析した所アルミナj容出率 80.5%iLして P/)5痕跡，珪酸

0.03% (溶出アルミナlて釘し)の結果を得た。

結 .言吉
区司

燐酸根を含むアノレミン|般ソーダ溶液よりアルミナを損火せづして燐酸根のみを除去する矯には少

量の炭酸石友を添加して煮沸すればJJ:しい。茨酸Zコ友の代りに生石次を用ふればf古J放果の大なるも

のあるが，生石次は多量1<:用ふる時アルミナの損失をw点、憂ひあり且つ茨酸根を含むアルミン酸ソ

ーダ液に劃 しては茨酸ソーダを苛性化するに必要なる程度以上の量を用ひねば放果が少ない様であ

る。炭酸根を多く含むアルミ ン酸ソ ーダ溶液よ り燐酸根を除去する事は中々困難である，従って鏑

惇の組成は成るべく石次の少いもので苛|生ソーダを多く含む茨酸ソーダで庭理して充分アルミナの

溶出する組成のものが望ましい事となる。
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ぐ早稲岡大皐王里工皐部悠用化等科)(si".tll 14年 6月 17日，叉玉虫〉

[ 9 J 盟化バリウムに依る硫酸根定量に於ける

燐撃聾存在の影響 (第2報)

宇野 昌平

1. 緒 区司

9 

著者は前報(本曾報 15(3) No.36.， 105)に於て硫酸根を盤化パリウムに依って定量する際の燐酸

盟存在の影響は存外大きく無胡し得ない事及び此の影響を除く震には燐酸根をi象め除去する以外に

有放且つ完全なる方法を期待し得ない事を述べたο 燐酸根の除去の方法としで簡単なものは 2つ考

へられる。即ち第 2餓盟を過剰に加へアンモニアに依ってアルカリ性となし燐酸鍛及び水酸化鍛を

沈澱させる方法及び (2)マグネシヤj昆液により燐酸アンモニウムマグネシウムとして沈離させる方

法で何れも硫酸根は完全に鴻j夜中に蔑される。然るに第 1法lて於ては多量の盤化アンモユウム を，

叉第2法に於ては堕化マグネシウム及びE量化アンモ=ウムが残存するととになる。そとで之等雨者

が硫酸根定量の際に如何なる影響を及ぼすかに就いて貴験を友し，吏κ硫酸カリウムに燐酸堕を力日

へ前記雨法によって燐酸様を除き硫酸根を定量する貫験を行ったのでその結果を拾に報告する。

II.責 験 之部

本賓験に採用した硫酸根の定量方法は第1報(前掲)に於ける方法と同様である。叉試料も同じ

く硫酸カリウム約 l().g を IIf'C溶解したものを用ひた。此の溶液を 10cc.叉は 25cc. ピペッ トで

保って質験したがその硫酸バ リウム生成量は 0.13......0.14g及び 0.33......0.35g である。

A. 盟化アンモエウムの影響 硫酸パリウムの沈i般生成時の溶液中の盟化アンモ=ウム濃度を

0.007-0.144モル/lの範聞に餐じてその影響を試験し?と底第 1表及び第 1固に示した様に硫酸バリ

ウムの重量は何れも少し堕化アンモエウム濃度の大きい程誤差も大きく現はれ 0.07モル/11'C於

ては硫酸バリウム量 0.13g K封して誤差約一3%に謹し?と。燐酸根を共存する場合の硫酸根を定

策 1表 BaSO.沈澱量に及ぼす NH.Cl存在の影響

BaSO‘生成僚件 fkm04話事液 (A披)10.00cc.，線液量 260ct，6NHCIce，) 
¥BaCl，添加l震 130%，煮詰1;時間 20分， 2時間後憾過 / 

1宅験番銃 NH.Cl波皮(モノレ(1) BaSO. 重量(~) i'i'JJ: 差 (g) 設差率(%)

A 0 (5) 。 0:357 (標準〉

A 1 (2) 0.007 0.1357 00000 。
A 2 (2) 0.014 0.:351 -0.0006 -OA 

A 3 (3) 0.029 0.1343 -0.0014 -1.0 

A 4 (2) 0.043 0.1332 -0.0025 -1.8 

A 5 (3) 0.072 0.1320 -0.0037 -2.7 

A 6 (2) 0.144 0.1321 -0.0036 -2.7 

第 2表 BaSO.沈澱玄に及ぼす MgCl，存在の彰事事

BaSO.生或保件 (K304熔液 (B披)1O.00cc;，総液量 260cc，6NHCllcc，) 
¥BaCI，添加霊 130%，煮沸時間 20分，2時間後白書過 / 
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2主験番是主 MgCIョ渡皮(モノレ/l) BaSO，重量(g) 設 差 (g) 誤差率(%)

B 0 (7) 。 0.1353 (標準〉

B 1 (4) 0.006 0.1355 +0.0002 +0.1 

B 2 (4) 0.011 0.1367 +0.0014 +1.0 

B 4 (3) 0.034 0.1399 +00046 十3.4

B 5 (4) 0.057 0.1429 +0.0076 +5.6 

B 6 (3) 0.114 0.1480 十0.0127 +9.4 

会事・ l 闘 BaSO，沈澱量I::f:.tする MgCI，及び NH.Clの影響

十 10.0

-'? 
“ 

/イ。

プぞ。
〆

。/

L 
、可~ 

卜¥。 、、、、 NH.C1の影響

内 I x-

+8 

+6 
議

差
+4 

2f +2 

40/i 0..03 0.06 0.09 
漫度 (mo1バ)

0.12 0.15 

量する場合に酸硫根を燐酸織として除く時は溶液中に多、量の堕化アンモニウムを残存する故その伎

では結果を甚だしく過少にするととが知られる。

B. 瞳化マグネシウムの影響 弐に盟佑マグネシウム溶液を加へて 0.006-0.114モル/1の濃度

とし此の溶液中から硫酸パリウムを沈澱させる時の影響を検ぺた。 此の場合は墜化アンモェウムの

場合と反割に何れ も過大なる結果を得た。第2表及び第 1園が之である。I.lVI. Kol出off (“Text-

buok uf Quan. Inorg. .A nalysis" 1936) によればマグネシウム盟は金属盤中で硫酸パザウ ムに影

響するととの最も少いものでるるが，然も向表の如く穎著友る影響のあるととを知った。邸ち硫酸

パリウム量 0.13gIZ:射して盟化マグネシウムの濃度 0.05モル/1で十5%;0.12モル/1で +10%の

誤差を示した.。

角第 1表及ひ第 2表中の賓験番競lこ示した (2)， (3)， (4)築は犬々 2同， 3同， 4同の賓験の平

均値を意味する。

C. 沈澱生成後の静置時間 前賓験中偶々沈j殴生成後強過する迄に 1夜放世したものに誤差少き

結果を得たので改めて沈澱生成後の静置時聞を 2，..._24時聞に種々費へた賓験を繰返した。然るに堕

化ア ンモェウム，盟化マグネシウム何れを添加した場合も誤差に著しい費化を見守，前遠の好結果

は他のIlj{因による偶然の結果と考へられる。
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一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一

D・ 瞳化アンモニウム及び瞳化マグネジウムの共存する場合の影響燐酸根をマ グネシヤ混液に

よって除く場合には過剰の堕化マグネシウム及び盟化アンモニウムを含む液を得るととは宮然であ

る。此の雨者の翠濁の影響は前述の如く相反するととを知り得たので或は共存する場合t亡者[¥合よ〈

相殺するかも知れないので 2，...，3の貫験を繰返へした。第 3表及び第2闘がそれであるがやはり雨

墜の割合を遁富にすれば誤差は比較的少いが然し雨躍の割合を斯くの加く調節するととは不可能に

近きも のである。質際の場合には燐酸アンモニウム ・マグネシウムの沈i般号作るのに過剰のアンモ

z アをカfIへて世き叉此の沈i般をi慮過機洗する時にも稀薄ア ンモ=ア7kを使用するから瀦液より硫酸

古事 3 表 BaSO.沈澱量に及ぼす NH.Cl及び MgCl，存在の彰響

BaSO 生雌件 (K£04糊 (C放)10∞叫 線液量 2山，何百CllCC， 

a ‘ BaCI2 添加量 130%，煮沸l昨日l]20分， 2 時間後I~;位

主t験番銃 MgCl，法度(モル/1)NH.Cl 濃度(モノレ/1)BaSO，霊友(g) 設差(g) 談室主率く%)

H-lく2) 0.00171 。 0.1419 +00003 十0.21

H-2 (2) 1/ 0.018 0.1409 -0.0007 -0.49 

H-3 (2) // 0.036 0.1400 -0.0016 一1.I

H-4 (2) 1/ 0.072 0.1387 一0.0029 -2.0 

H-5 (2) ~ 0.108 O.】385 -0.0031 -2.2 

H-6 (3) 1/ 0.359 0.1340 一O.∞76 一5.4

1 -1 (2) 0.00567 。 0.[423 +0.0007 +0.49 

1 -2く3) 1/ 0.018 0.1420 +0.0004 十0.28

1 -3 (2) // 0.036 0.1411 -0.0005 -0.35 

1 -4 (2) 1/ 0.072 0.1404 一0.0012 -0.85 

1 -5く2) // 0.108 0.1375 -00041 -2.9 

1 -6 (2) 1/ 0.359 0.1367 -0.0049 -3.5 

J -1 (2) 0.0113 。 0.1425 +0.0009 +0.64 

J -2 (2) 1/ 0.018 0.1421 +0.0∞5 +0.35 

J -3 (2) // 0.036 0.141i +0.0001 +0.07 

J -4 (2) 1/ 0.072 0.:406 -0.0010 -0.71 

J -5 (2) // 0.108 0.1393 -0.0023 -1.6 

J -6 (2) // 0.359 0.1362 -0.0054 -3.8 

号事 2 闘 BoSO. 沈澱霊に封ずる MgC l ，-NH.Cl 共存の~!At:

。

。り5 0.10 0.15 0.20 
NH.CI濃度 (lllo1/1)

0.25 0.30 0.3υ 40 

+2.0 

設

斐-2.0
% 

-4 

白
リ

au 
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根を定量するには臨酸で中和して弱酸性とする必要があるので堕化アンモニウムの組計は 5-10g

になる。従って此の溶液中より硫酸根を定量する時は誤差がギ極めて大きくたる事.は容易に想像され

る。質際硫酸カリウム溶液に燐酸アンモェウムを:JJ日へマグネシヤj昆液で、除去じてから硫酸根を定量

して見?と場合の結果は甚だしく過少 (O.1367g.BaSO.に劃して誤差-15-20%;0.3412g BaS04に

封して挟差 -5-10%)たるも立を得た。

111 燐酸根を共存する場合の硫酸根の定量法(結t命)

著者は燐酸根の共存する場合の硫酸根を堕化バリウムに依り沈殿させる場合には著しく過大なる

結果を得るので嘗低定量の!二|的を主主し得ない事を前報に述べた。それl枚燐酸根を務iめ除去すべきで

あるがその方法として最も簡単な燐酸織として沈澱させる方法及びマグネシア混液によって除去す

る方法の 2つを検討したが之も亦残留する盤化アンモニウムの鴛K反封に著しく過少なる結果を奥

へるととを知った。訟に於て燐酸J説法による燐酸根の除去に績いて慰化アンモェウムの除去を行は

ねばならぬととになった。堕化アンモユウムの除去には硝酸法が最も好都合と思はれる。然し硝酸

が建つては周知の如く硫酸パリウム量に過大なる結果を輿へるととは明らかであるから再び之を除

かねばならぬととは嘗然である 3 著者は燐酸根を共存する場合の硫酸根の定量法として次の如き方

法制定用すべきものと認めた。

先づ供試i夜(P20S0.2g，SOs.1g位まで溶存するものとすJをアンモェアにて中和し L若しアルカリ

性ならは'盟酸にて中手n)之に堕化第二銭溶液 (0.1l¥I)20cc.を加へ煮詰1¥してからアンモェア水 (6N) 

を徐々に加へて燐酸餓及び水酸化餓を沈澱せしめ，溶液の大部分を去ってから沈澱を盟酸に溶かし

て再びアンモニアで沈i捜せしむ。煮が1¥後1103過す。 2問のI慮i夜及び洗液を IIビーカーに集めて墜酸に

て中和後蒸設し 10-15cc.叉は堕化アンモニウムの結晶を生やるに至るまで、濃縮す。濃硝酸 50c('.

を 2 同に分けて添加煮沸する時は硝酸アンモ=ウム の分解七ll~更によってアンモエウム盟の殆んど全

部をうたふ。今度は濃盤酸で残留硝酸を駆逐す。との場合はi接種酸 10ce.を力日へてから湯煎鍋上で乾

泊するととを 2-3 岡繰返へす。残lt.~ を 1.kに溶かして以下常法に従ってíùrê酸ノリウムをj制捜せしむ。

斯くの如き方法に よって燐酸盤を添加したる硫酸カリウム溶液より硫酸バリウムの沈i肢を生成せ

しめたるに弐の如き満足すべき結果そ得た。

手席 4表 燐酸鍬法(1)¥'隊法の聯給による方法にて除去ぜる場合の成絞

硫酸カリウム終液採取量 10.00 c. 25.00cc 

標準 BaSO.，量 (3I司平均〕 0.1361 g 0.3412 g 

0.1364 0.3415 

燐酸醗除去後の定量 BaS04量 0.1368 0.3411 

0.1359 0.3418 

IV. 事車 括

1.燐酸根を共存する場合の硫酸根を定量するには先づ燐酸根を除く必要があるから燐酸織として

除去する方法及びマグネシヤ混液で除去する方法を比較した。

3.雨方法共残留する盤化アンモユウムの震に硫酸バリウムの沈澱量が著しく少くなる。

3.燐酸識として燐酸根を除いてから盟化アンモニウムを硝酸で分解除去し更に硝酸を完全に揮裂

してから常法を行って満足すべき結果を得た。
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く早稲岡大挙連工事部E信用化拳科) く昭和 14!.r-6 月 21日受理)

[ 2 Jエチル繊維素に就いて

武井 宗男

セルロイ ドがW.Hyatt 1'1:.依って製造せられてから繊維素誘導鵠の工業的利用は可塑物， 塗料等:

の方面に極めて有殺に行はれる様になった。との方面に利用される織維素誘導曜を大別すれば硝酸

織維素，酷酸繊維素等の繊維素エステノレ類とベンヂノレ繊維素， メチル織維素，エチル繊維素等の識

維素エーテJレ類とである。後者の繊維素ヱ F テルに閲する研究は多々あるが (W. Denham， C. H. 

Woouhouse; J. Chem. Soc.， 19日， 103， 1735以降時) メチル繊維素は共の7.K.f'C~討する|生質に於

いて叉ベンヂル繊維素は経済的理由の篤に現在の所飴り有望なものとは思はれないがエチル繊維素

の将来に闘しては等閑に附す可きものではたいと考へられる。共の製造は割合に簡翠であり其の性

質も不燃性耐光性耐熱性であり安債な溶剤に可溶性で，可塑剤， 7'1由主fi，樹脂等と完全に混合し比較

的低現に於いても(-40
0

C) Flexibilityを有する事等が特長として禦げられて居る。

I ヱチ)!-繊 維棄の製造

エチノレ織維素の製造法として現在迄幾多の研究特許があるが其の基礎をた して居るものは リリエ

ンフヱル ド法及びバイヤー法である。 リリエ ンフェルド (Lilicnicl<1)法は濁逸特許 470142及び米

困特許 1188376f'C於いて示され繊維素を苛|生ソーダ溶液に溶解した欣態に於いて常摩の俸加熱し

て硫酸エチル ((C2H5hS04l を対!へてエチル繊維素を製造する方法である。とのリリエンフ x ルド

法に於いては繊維素の苛性ソーダ溶液を作る方法に種 あ々る。 其のーは繊維素の 玄anthationを行

ってピスコ ーズとなし之を再生繊維素に して共に苛性ソーダに溶解するものであり ，共の二は酸化

銅アムモユア溶液 (Schweizersolutiolllに溶解し硫酸に依って繊維素を再生せしめて苛性ソ ーダに

溶解するものと其の三は 30........50%の苛性ソーダ溶液と加熱し生じた水化繊維素を7.K.f'C溶解し酸に

依って再び繊維素を再生し苅:'1生ソ{ダK溶解する方法である。然し主主がらずリエンフヱルド法は繊

維素を苛性ソ ーグK溶解せしめる鴛に上記の様主主極めて拐、い佑率的庭理を行ふので‘繊維素の崩壊は

菟れ主主い。 一昨年 L.H. Bock (Inc1. Eng. Chem.， 1937， 29， 985)は繊維素の Quaternaryamnト

onium hych・oxic1eの溶液を作.り之そ硫酸アJレキルに依ってエ ーテル化して水溶性繊維素エーテルを

作ると云ふ新方法を提出し?と。バイヤー (Baycl')法は猫逸 Eayer祉の方法で滴逸特許 536993f'C 

於いて示され，r!.pち繊維素を濃厚友る苛性ソーダ溶液 (1:1)ピ浸潰し座搾して過剰の苛性ソーダ

を除き次に減摩乾燥を行ふかベンジンと共に加熱蒸溜して水分を可及的に少なくし，とのプルカり

繊維素 1部に封し 3部の盤化エチノレ (C2H5Cl)を加へて 130"C f'C 8時間カQllf健中に於いて加熱し

エチル繊維素を製造する方法である。其の際l亡於ける反感式は反目撃が完全に行はれトリエーテル迄
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進んだも のとすれば弐の如くなるものと想像される。

C2H702 (OH)"十 3NaOH+ 3C2H5Cl = CGH;O" (OC2H山+3NaCl十 3H20

との際生やる NaClは7.Ki.先に依って除き出来たヱチル繊維素は溶剤に溶解 して精製を行ふ。

何れの方法に依るも生じた生成物は 1.1)，ヂ，モノエーテJレ混合物であり溶剤を用ひて可及的に所

用のエ ーテJレ化度迄近付けしむる事が必要である。

II. エチ)J，.舗維素の性質

エチル繊維素は白色粒欣として得られて居り諸種のフイノレム，速乾性可控性を保た しむ可き塗料

可塑物等の分野に設展性があり共の諸性質も他の繊維素ヱステルの場合の如く置換基の量を具 K

する事に依って臭って来る。例へば置換基と溶解|生との関係を示すと次の如くである。 (日.J. 

Lorand; I nc1. Eng. Chem.， 1938， 39， 5~9) 

エーテル化度 溶剤jに封する性質

(グノレコ ーズ翠位の 3個の水酸基K劃して)

0.5 4"'8% NaOH tc可溶

0.8-1.3 

1.4"'-'1.8 

1.8"'2.2 

2.2"""2.4 

2.4"，2.5 

2.5"'-'3.。

7.KK可溶

極性溶剤と非極性溶剤の混液K封し膨潤性を増加する

上記混液に謝する溶解性を増加する。

アルコールに劃する溶解性を増大する。

最大の溶解性~示す。

アルコー ル K~討する i溶解度が急激に減少し，非極性溶剤

に劃して静けるのみとなる。

溶解性は上表の如くであるが現在最も商品的債値を有するものと見られて居るのは C2H702 (0 

H)おの水酸基三つの中 2.4"，2.5が OC2115基即ち ethoxy groupにて置換されたものであるとさ

れて居る。安債友溶剤に溶解し toughな塗膜を作るからである。叉可塑物K用ひる場合にも酷酸

繊維素よりも遺K低温で (150
0

C以下)軟化し操作が容易となる特長を有して居る。化E製薬品に劃

する抵抗性に就いてもアルカリには極めて強い抵抗性を有し弱酸叉は稀薄酸には相嘗の抵抗力を持

って居る。叉光K劃する性質も良好であり酷酸繊維素同様日光等で費色する事無く尚エチ}l-繊維素

の極めて重要なる性質は相官の低温に於いてもフィルムが向 flexil】ilityを保持して居ると云ふ事で

ある。以下 ethoxy gl'OUpが 2.4，，-，2.5のヱチル繊維素の諸性質を次に述べて見る。

熔融鈷

エチ}i..繊維素の熔融鮎は 200"，210
0

Cであるが 1300Cを梢超えた温度で軟化する。従って 140
0

C

以下の温度で加工が可能である。之K~討し酷酸繊維素は 190
0

"，200
0

C で軟化する。而してエチル繊

維素の軟化勲 (Softening" point) も OC2Ho基の Substitution uegree K依って甚だ具なり 2.4'"

2.5 K於いて最低の他を示す。其の闘係を圃を以って示さば第一国の如く友る。

比 重

25"C tc於ける比設は 1.14であり ，硝酸繊維素は 1.65，酷酸繊維素が 1.37であるから之等エス
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豊作 1図 エチル繊維棄の軟化黙と
エ{テ ノし化度の閥係
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テル類に比べて軽い。従って 1ポンドのエチル繊維素が

あれば硝酸繊維素 145ポンド，酷酸織維素 1.2ポンド

と同面積を塗布する事が出来春。この比重の低いと云ふ

事は可塑物， 塗料，人絹等あらゆる方面に鹿用して有利

た僚件と友る。

屈折率

エチル繊維素 1.47 

硝 酸繊維素 1.51 

酷酸繊維素 1必

(Abbe l'ef1'3ctometel' に依る)

耐光性

エチル繊維素の耐光性は極めて良好で、ある。fiPち光線

透温度から見る と 2800，.......4000λ の波長の光線を完全に通過させる。之に比べると酷酸繊維素は

2900A以下を吸牧し硝酸繊維素は 3300A以下を可成り吸牧する。斯く 光繰を透過する性質は直接

其の塗膜に影響し塗膜の光を吸牧する度合が少ない諜であるから共の光K依る慶色も他の繊維素誘

導健塗膜に比べて優良である。其の一例を示す震に試料を皮!肢とし石英水銀燈の下に 45時間曝露

し嬰色芸春ーを Pfundの Colol'imeterの度で示した結果を記す。

硝酸繊維素 0.596 

ベンヂル繊維素 0.580 

酷酸繊維素 0.250 

エチル繊維素 0.154 

卸ちエチル繊維素の嬰色度は最も低い。

電気的性質

電策的性質の一例を弐K示す。
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f:lpecific surface 
Resistivity 
(ohmsx 10_1.0) 

2000 

>10000 

15 

DielecもricC011Sもanも Powerfac七or Diclectric strength 
(1000 cycles) (%) (volts!mil) 

ニナル繊維素

インヂル繊維素

耐酸繊維素

0.25 

0.24 

0.50 

向日.L. Bass及び w.C. Gogginの最近の研究K依れば (ModernPlastics， No. 2， 1939)エチ

ル繊維素を 25
0

C K於いて 48時間水に浸潰した後でも共の透電力に襲化が友いと云ふ事は相営に

注目に値する。立に封し酷酸繊維素フィ Jレムは透電力を減少しE題化ゴムフ ィルムは全く無く たって

居ると云ふ事である。 更に温度を上げて 70
0

C K於いて 4S時間i反抗した所向其の透電力の 3/4を

保持して居?とに劃 し酷酸繊維去は共の字以上を失ったと報告した。 叉雨氏の研究に依れば光及び熱

の作用に依つでも良く絶縁性を失は友い震に電動機其の他の低電監の 絶縁物として 目撃用する事が

出来る。叉絶縁用の紙に塗布 したり蜜!A器の細線や電線の絶縁用被覆として用ひて有利で・あると思
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はれる。

暖濃性

ヱチル繊維素(エーテル化度 2.4""""2.5)の吸漁性は硝酸繊維素と殆んE同様で、あり酷酸繊維素よ

り造に勝る。共の一例を示すと

li背 酸繊 維素

耐 酸 繊 維 素

エナル繊維素

ペンジノL繊維素

3.1% 

8.4% 

3.4% 

0.8% 

之は 105
0

C に3時間乾燥した 5gr・の試料を bO%の比濃度の所に 24時間放置した時の結果で

ある。叉 E.J. Lorandの結果に依れば(文献前出)OCtH5 基の Substitution degl'ee vc依って

吸漁性を異にし Substitutionの度の進んだ程，即ち fl'ceの OH基の少くなる程吸漁性は減少す

るの而して共の闘係も第二固に示す如く直線的でーある。

第 2園

111 

lO~ 議
9卜度

8ト工1
7トてき

6 
。
4 

3 
ワ-
。

エチ}C繊維棄の吸濃度と
エ{テノレ千七度の閥係

19'C， Relative H umidity 
70% 

2 3 
エーテル{七度

フィルムの漁気透過性と l汲溶性とは斯かるl毘MI.肢の場

合に於いては極めて密接な闘係を有して居るものである

がヱチル繊維素のフィルムの潟、集透過性を Gardnel'の

方法に依って測定した結果共のKの値を他の繊維素誘導

曜と比較して示すと弐の如く友る。 Kは透過した水分の

g1'am / hou1' / cm2 
/ cm 

fil'i酸繊維素

エナル繊維素

N'!，酸織維素

ペンヂノレ繊維素

5.1-7.0x 10-6 

2.72 X 10-6 

1.68 x 10-6 

1.12 x!O-6 

従ってフィルム，塗膜に取って極めて重要な性質の一つである7KIて劃する性質も酷酸繊維素よりは

遣に優良であり硝酸繊維素に匹敵するものと考へられる。

溶解性

概して高エーテル化度の繊維素一エーテルの溶剤に封する溶解性は繊維素エステJレに比べて良好で

あるが殊にエチル繊維素(エ{テル化度 2.4""""2.5)の溶解|全肉声秀である。然しながらヱ{テル化

度の餐化に依って溶解性を著しく捷やる事は玩に記した所に依って明であるが有機溶剤に劃する溶

解性とエーテノレ化度とは直線的闘係ではたく必十極大航を有する。之等溶解性の極大貼は種々の繊

維素エーテルに依って具るが然し興味ある事には有機溶媒に劃する溶解極大の位世は叉最低の軟化

温度を有するエーテル化度の位世と一致すると云ふ事である。即ちベンヂル識維素はエーテJL化度

2の所印ち Disubstitutlonstagcに溶解性の極大値と軟化黙の最低温度とがあるしエチル繊維素に

於ては 2.4，，-，25の所にある。弐に酷酸織維素，硝酸繊維素，ベンヂノレ繊維素と共にヱチル繊維素の

各種溶剤 に劃する溶解性を表示する。(第一表)
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ヱチル繊維素を噴霧法に依って塗装する場合には弐の如き溶剤のj見合が最も遁嘗して居ると云は

れて居る。
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の適否を示し第三表及向第二表にエチル繊維素及び共他繊維素誘導鵠に劃する各種 plasticizer
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Dicthyl Phもhalaもe

Dibutyl Phthalate 

MeもhylCellosolve Phthalate 

Cyclohexyl Adipate 

Ca針。rOil 

Alkyl Sulfonamidl's 

Plasもicizl'r
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TO'luO'l Sulfamidc 
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B -Slightly useful 

エナ ル繊維素と各種 re~in と の適否

OO'mpatibi I ity 
エナル繊維素 1 エチル繊維素 1
樹脂 0.3 樹脂 0.8 

空事 3 表
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Durez 550 
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第 3表に於いて Nevillite及び Shellacsを除いて 80toluol20alcoholの静剤を用ひた。

エチル繊維素に封する Wax.Tar等の適否

適否

c 

c 
c 
c 
c 
c 
c 
c 
c 

c 
c 
c 
c 

第 4表

".v ax， Tar !tn 
Purified montau wnx 

Crude montan wax 

BeeH W丸X

Candclilla wax 

Japan wax 

Spermaceti 

Stearic aci<l 

Oleic acid 

Lauryl alcohol 

Ccもylalcohol 

Sもearylalcohol 

TalJow 

Sもearinpitch 
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Gilsonite C 

Coal tar C 

Carnauba wax LC 

Ceresin I 

Ozoceriもe I 

T'arafl'ill I 

Asphalも I 

Chinese insecもwax I 

C:遡 1 :不通 LC 或限度に於いて適

識維素エーテJしは一般に繊維素ヱステルよりも extensibilityと flexibilityを有するから用ひる可

き plasticizerの量も少なくて慎む，繊維素エステルに封して 40，..._60%用ひる場合エチル繊維素

なら 10-40%で足 りる。賓際エチノレ繊維素は何らの plasticizcr なくして充分加工に耐えると迄

言はれて居る。繊維素誘導鵠と混合せられる樹脂は其の附着)Jを増加し質量を増加しフィルムにし

た場合光i撃を増すにあるがエチル繊維素と混合する場合前記 plasticizer と同じく他の織維素エス

テルよりも少量で済む。

機械 的 性 質

今ヱチル繊維素の機械的性質 (Bl'eaking strength (耐破強度)及び Elol1gatioll(伸度))を他の

繊維素ヱステルと比較して次に示す。

エチノレ繊維素

ペンヂ、ル繊維素

硝酸織華rt素

耐破強度(kg/cm2)

450-700 

350--375 

550-700 

仰皮く%)

15--28 

18← -20 

4- 6 

酷酸繊維素 425-475 6ー10

上記の結果より見れば耐破強度，仲度共に優良であり前者は硝酸織維素に匹敵し後者は他の繊維

素ヱステルより遣に勝れて居る。

エチル繊維素の湯潤強度は乾燥時に於ける 80，..._S5%に嘗り酷酸繊維素は 60% となりビスコー

ズは大韓 50%である。とのヱチル繊維素の漁潤強度の大友る事はフィルム，人絹等として護展す

る上に極めて強力;な性質である。 エチル繊維の機械的性質に就いては S.L.Bass & T.A. Kaupi 

の研究がるるが(Jnd.Eng Chem.， 1937， 29， 678)共の tensilestrength (抗張力)， Elongation(仲

度)及び Foldingnumber・(耐折度)の関係を種々の plasticizerを用ひた場合に就いて第 5表に

示す。
第 5表 エナル繊維棄の機滅的性質

TeDnrBy ile 
Weも

Dry Wet Tensile 
Strengもh Strength Elongation Elongation 
Kg./sq.cm. Kg./sq.cm. 

Ethyl Cellulose 

No Plasもicizer 477 405 17〆0/O II 1/2% 

+15% of: 

DibuもylPhもhalaもe 241 231 10 1/2 14 

Tricresyl Phosphl'lもe 227 230 20 17 1/2 

TribuもylPhosphate 271 254 19 1/2 16 

Santicizer M-17 201 242 10 12 
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Triphenyl Phosphate 289 263 10 3/4 12 

Aroclor No. 1260 357 395 B 12 1/2 

S乱ntoliもeM. H. P. 342 354 12 14 1/2 

Bcckosol No. 13!l4 333 334 9 14 

Castor Oil (Raw) 280 348 17 21 1/2 

FchopDprey r FoldB Schop、pVeerもFolds 

Film No Film No. 
Thiclmess Folds Thickncss Folds 

Ethyl Cellulose (low viscosiもy) (") (") 

No Plasticizcr 0031 60 .0032 60 

+ J5% of: 
Dibutyl Phthalate 0028 65 0029 35 

Tricresyl Phosphate .0029 79 .0029 41_5 

Tributyl Phosphate .0028 64.5 .0029 32.5 

Santicizcr M-17 .0026 64 0027 35 

Triphenyl Phosphattぅ 0030 70.5 .0030 48_5 

Aroclor No. 1260 0029 41 0030 43 

Santoli蛇 M.H. P. 0031 45 .0031 38 

Becko:wl N o. 1324 .0030 69 0031 54 

Ca日torOil (Raw) .0031 65 .0031 55 

共他エチル繊維素は硝酸繊維素と如何たる割合に も自由に混合して硝酸維維素の可燃性を防止 し

flexibiltiyを増加 し其の闘係はエチル繊維素を加へる割合に比例する。然し たがら酷酸繊維素及び

盛化ゴムとは混合し得ない。叉エチル繊維素は共の thermopJasticity，heat stabiJity， chemical illert-

ness (化接的安定性)の震に種々の顔料と容易によく混合する性質を持って居る。殊に iron.• ~~blue 

や Chrome.yello¥Vの様な Oxyclizi時 typeの顔料を用ひる時に有利で、ある之等の顔料は硝酸繊維

素と混合する場合設火を起さしめる原因と友る事があるがエチノレ繊維素の時は安全である。顔料1昆

合の一例を示すと火表の如く なるυ

エチル繊維素

カ-，j{ン.フ.ラック

f向 林 青

]F. 鉛 撃

ク ローム賞

トリ .クレシノレ.アオス 7."Lート

70 60 

30 

40 

24 24 

70 

6 

70 

6 

以上甚だ断片的にエチル繊維素の諸性質を摘げたが

1 難燃 性 2 耐 熱性

3 耐 光性

5 高透電 力

4 低温にて flcxiblcを保持す

6 安僚主主溶剤に可溶

7 種々の plasticizer._resin， wax等と適合性大

8 耐アルカ リ性 9 比 重 小

10 耐水 性

等の諸性質は将来エチル繊維素工業の護保に劃 して極めて重要な性質でるり有力主主武器である。

共の将来への期待は極めて大きい。
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[Abstracts From Original PapersJ 

Extraction of Alumina from Aluminium 

Phosphate Ore， 11. 

By Kei・ichiAkiyama 

Sevcl'al calciull1 alull1inate slags as shown in Table 2 wel'e pl'epal'ed fl'oll1 the l'aw 

matel'ials as shown in Table 1 with a small electric fUl'nace， and then the fused pl'oducts 

ohtained w官 epowdered and digested with sodium cal'bonate solution containing small 

quantity of sodium hydl'oxicle. Thus， soc1ium aluminate solution wel'e obtained， ancl then 

arralysed. 

Sample No. 

P - 35 

P --36 

l'←ョ 37

Table 1 -_. Ana~y8es of mw matcrials C%) 

SiO， Al.0， Fc.03 CaO P，O， AI，Oa/SiO， 
7.2 22.0 9.4 2.3 38.0 3.1 

0.8 64.2 3.2 0.1 80.3 
、-・ーーー~司困~

0.36 0.34 55.45 

Tablc 2-Analyse日 ofもhefu日edpror!ucts C%) 

円iOみ AI20.， Fe.O， CaO p.O， Al203/SiOョ

14.7 28.4 13.2 37.9 6.44 1.9 

10.2 40.0 5.8 41.2 2.58 3.9 

8.2 41.4 4.8 40.9 1.83 5.1 

Name Ig. 1088 

Al-phosph叫eore 17.5 

Bauxite 30.3 

Limesもone 43.3 

日ampleNo. 

Table 3-Dige円j，ionsof the fllsed product.日

Mixtures digested 
--圃園圃ーー一_，、』・----

Na2C03 日ample

p. -35 

p -匂 36

P←一 37

p - 37 

只

100 

100 

100 

100 

R
U

に
d

R

U

に
υ

口
一
J
O
A
M

A
U

7
a

NaOH 
a 
8.5 

8.5 

8.5 

8.5 

Dissolved 
Al203 

Allalyses of N主AIO.Soluもions

Di~solverl P.O. Dissolved SiO. Alkali Joss 
Dissolved Al203 Dissolved AI.03 Dissolverl Al.03 

% % % 
0.24 0.64 55.5 

Sample -N' o. 

P.-.35 

P --36 

P --37 

p - 37 

% 
54.6 

53.1 

70.0 

70.1 

0.15 

0.06 

0.05 

0.59 

t.r. 

もr.

41.4 

25.9 

26.7 

Thell， the good aluminous cemenis prepared f1'om good alminium phosphatc o1'e and 

calcil1m phosphate o1'e were c1igested with alkaline solution. The chemi<，al composition of 

the alnminous ccments a1'e given in Table 4， ancl 1'esults of the c1igestion are given in 

Table 5. 



24 

Sample No， 

P - 27 

P - 28 

Sample No. 

P --27 

P- 28 

84 

Table 4-Allslyses of t.he alumillOUS cements (%) 

Si02 Al，O" Fe20.1 CaO P20 • Al，O.1iSiO， 
8，75 45.79 1.37 42.71 1.00 5.2 

9.85 43.42 2.60 42.21 0.86 4，4 

Table 5-Digesもionsofもhealumlnous cements 

Dissohred Dissolved SiO， Diswlved P，O. Alkali loss 

AI20. Dissolved AI20. Dissolved AI20. Di邸 olvedAl，O， 
% % % 堅手

75.8 0.32 0.05 29.0 

74.8 0.22 0.04 32.0 

(Department of Applied Chernistl'Y， Faculty of Science and Engineering，、iVaseda U niver-

sity) 
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Extraction of Alumina from Aluminium 

Phosphate Ore， 111 

By Kei-ichi Akiyarna and Jiro Kajima 

25 

'fhe l'ernoval test of phosphate ion in sodium aluminate solutioll obtained by the 

digestion of the calciulll alulllinate slags fl'om aluminium phosphate ore was巴arriedout 

in our labol'atory. 'fhe authors studied on the effects of calciulll oxide， calcium Cal'bOIlate， 

mag.nesium oxide， and fel'ric oxide as removing agent， anr1 recognized that calcium oxide 

has the greatest removal force， and next is calciulU carbollate. 

(Depal'tment of Appliea Chemistry， Faculty of Science & EngineeJ'ing， Waseda Univel'-

sily) 
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Effect of Phosphate on the Determination of 

Sulphate with barium chloride (The 2nd Report) 

By Shohei Uno 

86 

Il1 the previous 1'eport it ¥¥'as'shown that the detellninatioll of sulphate by the usual 

method with barium chloric1c from sulphate solution containing phosphate gives always 

too high results， and that in orde1' to obtain 1he accu1'at巴 1・esultsit is necessary to 1'cmove 

phosphate previously. 

In this paper， the authol' has examined tbc i1'on phospbate method and the m日gnesia

rnixture methoc1 for l'emoving、phosphate.At first， the author studied the effects of amrr:o-

nium chlol'ide and magnesium chlo1吋 e011 thc detel'mination of sulphate， sinc巴 thesesalts 

present in the filtrate by thc aboyc phosphate-removing methods. 

The presence of magnesiurn chloric1e giyes too high resalts anc1 arnmonium chloride 

too low. 

The autho1' al'l'i¥"ed， thcrefore， at the folIowing procedure to bc taken for tbe deter-

mination of sulphatc in the pl'esel1ce of phosphate; 

After l'emoving phosphate ion by the il'on phosphate method， it is necessal'y to e¥"a-

porate the fi1tl'ate and to c1ecompose ammonium chlol'ide with nitl'ic acid. Then， U.e nit-

r比temust be expellec1 befol'e the p1'ecipitation of bal'ium sulphatc is atternpted. This can 

be a('complisheu vel'y easily by evaporating the solution to c1l'yness t¥¥'o 01' th1'ee times 

with concentratec1 hydl'ochloric acid. 

(Depal'tment of Appliecl CIl(')nistry， Faculty of Science anc1 Engineel'ing，、'VasedaUni-

versity) 
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〔雑報〕

本 曾 記事

昭和 14年度定期役員舎

昭和 14年 5月4日午後 6時，大阪ビ、ル内レンボーグリルにて昭和1'1年度定期役員舎を開催す。

出席役員氏名下記の如し。

前合長 小林久 -'1三氏

舎長 小栗拾蔵氏

副舎長 肝 付粂英氏

監事 竹 内楽次氏

詳議員 武抗 手f・氏

宇野晶子氏

原 達 一氏

大坪義雄氏

棚橋 幹一氏

御所 譲吉氏

川端郁太郎氏

小 場盟次氏

山口柴 一氏

村井資長氏

岸 文雄氏

鹿島北郎氏

大友恒夫氏

安倍遜夫氏

印 藤英次郎氏

井川 一 雄氏

議事 1. 昭和 13年度合務報告の件(別項参!KO

1. 昭和 13年度合計報告の件 (別項参J!(t) 

1. 昭和 13年度編輯事務報告の件(別項参照)

1. 昭和114年度合計後算に闘する件

1. 舎則一部改正の件 (別項参11¥0

1. 新役員(一部異動 )1届任の件 (日Ij項参1!¥0

1. その他

山 本研 一氏 山内 翼手雄氏

武井宗男氏 (以上教室側)

高木暢太郎氏 紳原 周氏

問 中良雄氏 川崎平 衡氏

(以上卒業生側)

桂 登氏 秋 山悌四郎氏

南 侃氏 栗山秀繭氏

(以上在拳生側)

経過 小栗舎長開舎を宜し議事に入る。秋山庶務委員満支方面御族行の鴬，代って宇野編輯委員

より昭和 13年度合務報告るり，失いで村井合計委員，武子l'編特委員より夫々昭和 13年度合計報

告，編輯事務報告あり ，質問後之を承認績いて昭和 14年度牧支実行橡算案に闘し，討議t満場一

致原案可決す。

手Cで製生側委員増員案(舎則改正)に闘し満場異議なく可決，之にflふ感生側新評議員 を小栗舎長

より帰任す。

更に本年は評議員改選期に非るも奮評議員中，二三池方に特任せられたる方ありたる主主，夫々小
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栗合長より別項の如く蝿任せられたり。

討議修了後， 一同懇談を共にしたる後，午後九時宇散含せり。

昭和 13年度合務報告

庶務委員捨嘗事項

(1) 舎 ム口

8暗議事合

1 同
1 同

集舎を催せし同教 1 同
1 同

-il司

出 l市 者

一一名一手~姿\項---- 4両肴 場 日 H年 講演者 演題
講令師員 卒合業員生 拳合生員 合計

定期役員合レインボーグリル昭13ふ3 30 

新入合員歓迎令 同 上 5. 6 8 14 95 117 

三湾近藤先生謝恩曾 同 上 6. 6 近藤 先 生 所 感 述 懐 8 19 25 52 

策 55 例 曾 同 上 7. 2 肝 付録英氏満洲観察談 6 7 15 28 

量容 56 19t1 合 同 iニ 9.30 佐野龍二郎氏 印度視察談 8 21 35 64 

策 57 19t1 令 戸j 上 11. 7 IJ、栗拾羨先生手ni紙雑談 B 20 33 61 

策 58 例 曾 l司 上 12.6 藤好好美氏満洲旋行談 3 6 36 45 

策 19期卒業生主主別合 資 亭本 底 14.2.13 9 2 94 105 

(II)合員増減

7， 曾 昭和 14年 4月本大事理工製部感用化拳科策一年入率者入舎 42名

内 隷 本科卒生 33名

工業経替分科挙生 9名

~ 亡 昭和 13&j三 B月 18日 三角愛三氏 ( 奮 講 師 )

グ 14!i_F 2月 兵藤藤吉氏 く!司 上)

1/ グ年 4月 5 日 小倉疋照氏 (第五 同卒)

1/ グ年 2月 2 Ef 藤岡信俊民 (第十八同卒)

1/ 13年 12月 22日 加 藤 一男氏 く第二年率生〉

中主主退拳 1/ グ年 3月 31 日 里子中晴彦氏 (聴講生一年)

(111) 舎員 数

昭和 13年
ま曾 JJJJ 死 亡 其 イ也 昭和 14年在

4 月末 4月末現

議 師 31 31 

審議師 44 2 42 

講師合員 12 12 

卒業生合員 383 豊作19期金 38 2 卒業 38 419 

拳生合員 ;21 新入曾員 42 退与皇 123 

有志合員 3 3 

計 594 80 5 39 630 

(IV)醸召叉は入替者に闘する調査(昭和 13r.ド 12月末現在〉

(a) 北，中，南支に出狂中の舎員 9名
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山海松男氏(1悶〕 末松逸郎氏(4同〉 渡誌を治郎氏く5悶〉

石 川 瑛 一 郎氏(7悶〉 谷内伊之助 氏(15問) 臼 井 泉氏(151司〉

(以上中文訟法軍に所属〉

栗 田茂晴氏(11悶〉 桑原主幹二 郎氏(16悶〉 米津新松氏(16悶〉

(以上北支波立主主容に所属〉

上記九名の合員に封し過日慰問袋を霊童話室贈曇せり

(b)満iffl，内地に勤務せら るる令員 19名

舟橋六助氏(16問〉 守呈 野 泉氏(161周〉

ぐ以上満洲勤務〉

山科義彦氏く15悶) 今村 竹利氏く17同)

宗 方千 里氏(17同〉 日下部 勇氏(17同〉

森 章 彦氏(17悶〉 片 桐 遜民く17岡〉

一同 武 1'，(氏(17問) 矢 調i 主主.E(;(17悶〉

山田元四郎氏(18悶〉 j皐 山 源太 郎氏(13同〉

平 山NIt 吉氏(16同〉 藤 l時四郎氏(16問〉

(以上内地に勤務〉

(c) 服務地不詳の合員 3名

町問欣二郎氏(16問) 本間 一雄氏く16悶)

大久保美夫氏(17悶〉

古屋辿男氏(17悶〉

大森作三氏(17同)

問中謹吾氏(171司〉

石 川 卒七氏(10悶〉

比良野 ~1Î :夫氏(16悶〉

編特委員捨嘗事項

合報護行 第 35競 昭和 13年 5 月 20日護行

第 36競ググ 7 月 10日グ

第 37披ググ ]0月 31 日グ

第 38競 M ]4年 2 月 15 日グ

昭和拾参年度曾計報告

昭和拾参年度牧支決算書(諸手n鰭221蒜)

牧 入 手十 目 支 出

3，466.35 前年度繰り越 し金

1，976.00 4白旨 費

245.00 炭 告 料

144.25 手リ 子

14.03 粥t 牧入

合7報及び名簿霊童行費

グ 38銃 266.67

名簿 143.34

原稿用紙 17.95 

合報及び名簿資活費

集令補助費

¥41
1
1『
1
1
f
ill
a
-
-/

、ノ、，a刀皮年前一

料

品

門
U

ペ，
L

句
J
5

・

内
u

・1
a

u

q
u

q
u

qu 

抜

競

放

4
・
k
d

F
O

q
u
q
u
q
v
 

第

グ

グ

グ 37銑 322.70 1，750.66 

181.61 
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役員令 27.30

敷迎及び主主別曾 145.90

例曾(5悶) 24.29 

rm信星空

閲書購入費

製本費

王里工拳令キ費

支具費

事務諸H~

香花料

雑 費

アテナ印刷機

三角近藤雨先生記念品

出征合員慰問品

後期繰り越し金

5，845.63 .~十

i自T考 本年度中通常枚入金計 2，379.28 同支出金言十2，236.16

特志 fS附積立勘定

枚入 科 目

2，000.00 前期繰り越し金

47.34 利子

後期繰り越し金

2，047.九4 計

貸借封!!代 表

f古方

2，047.34 

科

特志寄附積立繰り越金

通常舎計繰 り越金

定期預金〈三菱銀行〉

目

2，250.93 信託預金く三菱信託)

285.49 振替貯金

42'.03 郵便貯金

126.02 

5，130.81 

現 金

計

財産 n 録

貸借封照表借方の古w外のff'{，'-g"書籍 150.00を合し

￥ 5，280.81なり

上記合計報告相違無之候也

昭和l拾問f年四月一日

早稲FflY!F，用化接合見IJ境更抄録

90 

219.49 

124.85 

103.46 

61.65 

20∞ 
16.27 

15.00 

30.05 

13.13 

100.00 

96.00 

30.00 

3，083.47 

3，845.63 

差引牧入超過高 143.12 

支出

2，047.34 

2，047.34 

貸ブf

2，047.34 

3，083.47 

5，'30.81 

早稲 回目信用化祭合含計委員⑪

官舎則第五僚 本舎ニ左ノ役員ヲ設ク

四 評議員 舎長，i¥ill合長及其他役員ヲ助ケ合務ノ遂行ヲ計ルモノユ シテ脹用化謬科

教授，助教授，教授補助ノ全部ヲ評議員トシ各年度卒業生及ビ各年度謬生中ヨリハ
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次ノ如ク合長之ヲ依蝿ス。ソノ任期ヲ二ヶ年ト ス。

各年度卒業生二十名ヲ越ヘザル時ノ、一名，二十名ヲ超ユル時ハ二名， ・各拳年畢生ヨ

リ三名但シ工業経皆分科ニ麗スル卒業生及拳生ノ評議員数ノ、議メ規定セズ

五庶務委員 四名評議員中ヨリ合長之ヲ依l燭ス

ハ舎計委員四名周上

七編輯委員五名向上

新合則第五僚本舎=左ノ役員ヲ設ク

四 評議員 合長， {dIJ曾長及其他役員ヲ助ケ合務ノ遂行ヲ計ルモノニシテ鹿用化製科

教授，助教授，教授補助ノ全部ヲ評議員トシ4半年度卒業生及ピ各年度事生中ヨリハ

弐ノ如ク舎長之ヲ依崎町ソノ任期ヲ二ヶ年トス。

各年度卒業生二十名ヲ越ヘザル時ノ、-名 二十名ヲ超ユル時ノ、二名 各製年早生ヨ

リ四名但シ工業経管分科=麗スル卒業生及率生ノ評議員数ハ橡メ規定セズ

五庶務委員五名評議員中ヨリ舎長之ヲ依帰ス

六合計委員五名向上

七編輯委員六名向上。

役員異動

卒業生側評議員

坂田 誠氏解任に付，嶋田伍郎氏帰任

坂口 孝氏酔任に付，百武 寛氏嘱任

一 撃生側評議員

乱 新入合員中よ り帰任されたる評議員

栗 山秀 繭氏(庶務) 井}11 一雄氏(合計)

h 合員IJ(第五僚)改正に伴ひ帰任されたる評議員

小阪直太郎氏(編締) 木村宗成氏(庶務)

c 工業経管分科撃生命員中より新にl燭任されたる評議員

鈴木茂雄氏

浦川信義君合成ゴムに受賞

小場聖火氏(編輯〉

宇田川朝司氏ぐ合計)

昭和 12年帝国費明協舎が，恩賜護明奨働金に依って募集した合成ゴムの懸賞募集は去る 5月 5日

審査結果が護表された。1等乃至 4等賞に該嘗する受賞者なく等外貨として 5件が決定された。そ

の中に本舎々員 (第 10同卒業)浦川倍蔵君の 「蹄性あるゴム様物質の製造方法」が入賞 してゐる。

同君の名容は勿論のととであるが我が閤化製工業界に夫々活躍してゐる本合々員の働きの一端の現

はれと考へる時，我が早稿用!車用化接合並び、に合員一同の大き友慶びである。 非常時局下に更に一

層の御奮闘を祈って止まぬ次第である。

新入審員歎迎禽記事
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私達は将来に輝きし希望にあふれた新合員を迎へて心からたる歓迎Kータを過しま

し?と。庶務委負御所君の司舎に始ま り合長小栗先生前曾長小林久子先生 副舎長肝付先輩より有

難き御挨拶があり，畢生代表として京都純義君より兄情をもって，後輩に感激溢る L御言葉あり，

最後に一年新入曾員を代表して木下巌君の答僻あり格って一同食堂に合し晩餐を共に致しま した。

5月 12日

臨餐後別室K移り，教授先輩率生一緒に成って夜のふけるのも忘れて懇談に花を挟かせま した。

各先生方には先生に成られた誠に愉快な動機や御趣味を沿話下され，吹いで嘗夜御出席下された各

二年高橋昌典君よ先輩より経験K立脚しての鹿世術や御研究の御費表あり，終りに三年板倉昇君，

りくだけた御挨拶あって，手rl祭需々裡に散舎致しました。

昇 大 友恒夫

朝 稲坂手"宏

卒下I 武究

員11 (以上教室並卒業生〉

清

久

吉

森

林

木

武

宮

小

背

官夜の出席者は弐の諸氏でありました (敬稽時，順不同)

拾

祭

重量

信

歳

実-

栗

口

付

井

小

山

肝

細

高木陽太郎 山本務

村井重量長 佐藤信夫

武井宗男 川久保 勇雄

吉岡忠男 神原舟j

他拳生 70名

事記禽例

昭和 14年6月6日午後 6時より第 61同例舎を大阪ピJレのレインボーグリルに開催 した。

秋山桂一先生

舎食後三月下旬より五月上旬に亙り高望者土頁岩の費庫鮮減北支を親しく御親察になった秋山先生

に御講演を願った，織や石茨の外にかくも重要な鍍石が豊富に埋離されて居る事に封して我々はー

暦我々の新しいプロックを科撃的に再認識した，先生の御講演は大費興味深く殊Kサンフ。ル，馬民

55名

朝鮮，満洲，北支の高鋒土頁岩に就きて演

出席者

講

等により認識を一層深められた。

山 1:1祭一 山本研 一

鈴木省 三 横山佳雄

川 l峰神.三 安倍通夫

棚橋幹 一 吉田飽夫

大p:.恒夫 野崎雄大

橋 爪官t 公 7]，谷 策卒

竹内 孝 竹内賢三郎

尾立維恒 御所説吉

板倉 昇 印藤英次郎

長谷川昌之 新井繁男

木村主主成以上55名(木村京成記〕

狛同夜の出席舎員は次の如くである。(敬構略〉

武富井

鹿島次郎

5G島俊 夫

秋 11j悌 py良11

渡溢儀

吉田忠男

川端る1;:太郎

南 仏L

小野隆

木下鍛

安 岡松対Ii

減
一
牛
裕
単
一
牛
箆

二f・

世主

村

安 IJ:. f言

百武

荻 耳!i 佐

小 F反直太郎

京都純義

金子忠夫

鈴木茂刈1・

橋

昌

商

用

野

野

岡

平

輔

雅

夫

輔

美

却

弘

犬

捌

久

杭

英

良

英

俊

好

利

隆

秀

林

山

津

中

沼

見

好

川

原

津

山

小

秋

大

図

小

稲

藤

井

岡

検

莱

原籍

〈山口県果、〉

(山口県わ

貝

所

曾

イ主

大森l夜新井宿舎 6の 621

品川区上大崎長者jL266方陽拳合

入新

名

1E :Ii 

対{，

姓

~I二東

井 )11
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(山形 J際)

(東 京府〉

(東 京 府〉

f扇 岡 j採〉

(静岡 j際〉

(東京府〉

く山口 j際〉

(紳奈川県系〉

(東京府〉

く東 京府〉

f東京府〉

く京 都府〉

(東京府〉

(熊本燃)

(大阪府〉

〈東京府〉

(秋国際〉

(新潟 l採〉

(山形 県革、J

(来京府〉

(高知1~採〉

(茨妓 j際〉

〔繭井燃)

く山口 l採〉

(長野県草J

(東京府〉

〈大 阪府)

(東京府)

(東京府〉

f東 京 厚n
く和歌山l際〉

(岐阜L1際〉

ぐUJ口勝、〉

(長野 j係)

(場 ヨZ燃)

(奈良~緊〉

(埼玉綜)

(市l'奈 川鯨〉

U) 1反鯨〉

{愛 知 燃〉

剃b

滋谷1亙幡ケ谷本町 2の 725

中野区上l町 l

1生田谷1在玉川奥津町 1の 374

杉並区向凶寺 5の 767虎見方

杉並区堀之内 1丁目 18

品川区下大崎 2の 2

牛込百五馬場下町 57 星野光平方

牛込J~馬場下町 48 中村方

日本橋区銅殻町 1 の 12 凶.山三良11)j

大森区調布留i町 lの 39

荒川区日華i;旦19の 1040 東京P1J成中泉校内

大森l広岡図説i布 3の 28

蒲田J!k安方町 225

杉並区高閲王寺4の 556山I円満H
主豊島区巣鴨 6の 1195

溢谷区，(I;;k木山谷町 128

中野区江古岡町 2・の 741

抗橋区戸塚町 3の 338 松林方「

瀦野川1夜中111.1町 3の 6荘内館

製品区J.[鵬 3の 30

浦田 J~御関lllr 2の 24高際方「

中野区上高閲 2の 349珠ハウ ス

足立区千住八千代町 46

目梨医院[Plr 1236小林方

小石川，~白 山御殿町 11 8

拡椅，g戸荻町 4の 839

溢谷区幡ケ谷原町 800安岡県方

小石川l亙凶江戸川町 16

深川区制・丹田r3の lの l

向島J，!l~寺島町 7 の 163

中野区野方町 1(//957山田願IE)j

淵野川区間~j 338 

中野J~桁場litf 21指問養成)j

中野1，1[朝日五 15

浦和市仲間r5の 97

ちi:橋区戸採Plr2の 1056閥口し ま1/

浦和市常終日rf4の 545

IJ、石川Is金宮町 l

ti.桁!巧Ti人町 2の 147

麻布!並新納町 lの 22

大石

小間島

吉島

2J三 五

竹内敏

谷村平日

竹村弘

高木 正男

主主弁 明徳

村岡健太

字国 川 朝司

野元惇

栗 山秀瀬

山国 平年

安 図松雄

小 坂賢二

小 場豊次

阿部正美

青木俊太郎

新井繁男

育・ 木清繍

荒 川文充

佐キ木秀男

衆 烏金次

木下巌

腕島滋彦

森 下久

陶板吉良[1

杉 里子 恒雄

鈴木 E 義

滞久保 喜 三

伴 篤

主主 本政縫

里子 口 普 光

板倉 宗 男

持、 川修治

金 久保茂

藤原 千 毒事

北山 辰旅

鈴 木 茂雄

捕

時

寧

隆

郎

&3 

曾員住所勤務箇慮異動 く前絞殺表以後のが

i摘。t:帝同撫順市 おお洲車lf.金j記製造株式1言語1内

川崎市扇町 41 日オ母由化工業株式合枇川崎工場内

東京市瀧野川区灘野川町 1464

金抜手己 .!)Iト

芳賀惣 f台

佐 野総 ニ 良11

第 1 問

主席 5 問
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東京市瀬聖子川直瀧野川町 357

裏湾窪北市古亭町 239

名古屋市l昭和l亙卒郷町 6 の 24

朝鮮油IR株式合社勤務 朝鮮成鏡北道清津府富貴町 5

東京市型島区雑司ヶ谷町 6の 854

満洲帝闘撫順市 i稿洲樫金属製造株式合軍士内

東京世田谷区野戦重砲兵第八聯隊第一中隊第-;A

東京市大森I亙調布嶺町 2の 1050

新潟県f、柏崎町東町 5丁目 林正寺内

大阪市北区新川崎町町三菱鎖業株式合祉大阪製煉Ffr

兵庫県系川溢君11園田村字穴大 30

宮崎県率、延岡市恒宮旭ペンペノレグ絹線検式令量土恒安寮内

満洲常図撫liJii市撫順茨坑石炭液化工場内

埼玉j際所津l町陸軍航空整備事機整備拳生除

満洲'帝凶撫l阪市工場町撫11債炭坑石炭液化工揚量土宅

東京市溢谷区千駄ヶ谷 4 の 782 外1sJIE別館内

樺太敷香郡敷呑町 日本人絹パノレフ。株式含量土政呑工場甲宿舎内

山口県革、腕虫布町 山除パルプ株式合枇工場建設所内

岐阜j際各務原那加村加藤部隊鈴木隊第四班

満洲:'if.l闘撫1町市撫順炭坑石炭液化工場内

雑

雄

雄

吉

一

雄

郎

治

夫

孝

郎

治

雄

三

夫

豆

大

清

長

東京市城東阪北砂町 3丁目 大日本製糖株式含枇内

塗湾南州唐尾街 70 大日本製糠株式含社合宿所内

東京火工廠内技術幹部候補生

横潰市神奈111m;卒沼町 lの 70

大阪市東淀川区新高遜 日本i曲目旨株式舎前士三岡塗料工場

住所西宮市紳柴町 59紳祭圏内

闘東州淑房屯満洲曹達株式曾枇枇宅 4鋭の 2

朝鮮威鏡南道輿南邑雲妓里大手日寮

i前洲干苦闘鞍山市 北六保町 50の 7の 2森国務喜11

(奮名四良10

治

輔

樹

助

七井永議

三 浦 甲 辰 民11

~山茂良11

木村五良11

参成辰雄

長行司清味

北 島 五 郎

宇野津順卒

治生米吉

問中 秀 男

庚瀬忠

製図書事

高木智

卒山 blrt

!資淑鮮

池岡泰

大西睦

小倉達

矢部

東正

奴

飯

伊

設

全今

佐

策 7 悶

策 9 悶

策 10悶

策 II 同

第 12同

第 13同

策 16悶

策 171奇

策 15同

34 

義

源

疋

省

信

口

烏

藤

祭

木

藤

中

野

林

橋

問

中

小

高

策 18悶

策 19同

第二同君主名

禽員言卜

小 倉正 J!\~ 氏

第 8同卒業生昭和14年4月5日逝去せらる

報

大阪工業試験所

九州税関大事工拳都

東京工業大皐

商工省燃料研究所

海箪燃料廠

工業化拳合

日 本 化 拳 舎

書

策9，10，II披

第 1，2 披

第三4 貌

40 税

務

策 3-5量章

第 3-5貌

園婚

会事19，201司

策 14 谷

第 8 谷

第 39

策 130

第 42 編

第 60 峡

寄

大阪工業試験所報告

九州帝岡大挙工準衆報

東京工業大事象報

商工省燃料研究所報告

海軍燃料廠研究貸験成績報告

工業 化 事雑誌

日本化率曾誌
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ヱ甲イ七率研究所業報

化率工業 時報

セメント界奨 報

セメ ント， コンクリート道路

コンク リート叢 苔

電気化皐

石油 l守報

色材協合 誌

染 織

染料塗料工業薬品新報

塗工の魁

ペイン

小川香料時報

織総菜ー工業

常人 タイムス

日本銀総線 jl

日本 1主 義 イ七皐 合誌

日本 謎設 協合 言昔、

イ七拳評論

科Ji;¥と工業

~ 村 工業

レーヨ ン，エーデ

繊維工業与さ含誌

繊維文献集

電気試験所梁報

化 事機械

燃料問題資料

燃料協合設、

日本印刷拳舎官、

大日本窯業協令雑誌

令 密

ー日 立

治療薬報

洗濯イ七拳研究所所報

特許公報

蓋商事技術協合まち

北海通工業試験場報告

策 18 車専 修 3-5抗

策 12 年第11-23放

策 373 - 375 貌

官怠 5 5 娩

王里 イ七 与さ研究所

化祭工 業時 報枇

日本ホ・ノL トラン ドセメント 同業合

同 令

問令

電気化率協令

日本石油株式合枇

色材協 合

染織文化踊土

染料塗料工業楽品新報枇

塗工の 魁新開枇

東斑ぺイント製造株式合枇

小川商底

繊維素協合

併凶人造絹総株式合枇

銀総科拳研究含

日本食委主化与さ舎

日本議設協合

f七 皐評論級幹部

大阪工務協合

農村工業協合

レーヨンエーヂ枇
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用
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集

策
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繊維工業率合

繊維文献刊行令

遜信行電気試験所

化率機械協合

燃料問題研究所

燃料協令

日本印刷皐合

大日本窯業協合

合密枇

目立評論者

一共株式合枇

白洋会

満洲形図特許霊童明局

護担軽技術協合

北海道工業試験場

Annali di Chimic乱 Applicata Vo1. 29 Fasc. 2，3 A日空ociaziosseltalinna di Chimica 

Chemical & Metallurgical Engineering 1939年 NO.I-5 D.信用化率科修 同卒業生

J ournal of th巴 FranklinInsもitute Yo1. 227 No. 1-5 The Franklin Instituぬ ofPa. 

In:lusもriel& Engincering Chemistry Vo1. 31 No. 1-5 'l'he American Cheniieal Soci凶y
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